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関川小では児童が放水体験 

�
役
場
で
行
わ
れ
た
受
納
式
の 

　
よ
う
す 

�
平
田
村
長
が
作
成
し
た
Ｃ
Ｄ 

　
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
イ
ラ
ス
ト 

�
耐
火
服
に
身
を
包
み
、
放
水
を
体
験 

　
す
る
児
童 

　「これは珍しいよ」。 
　こう話すのは、下関集落の横山英明さん。11月
中旬、いつものようにあおくび大根の収穫作業を
行っていました。 
　家に帰り、土を洗い流してはじめてその形に気
が付いたそうです。 
　片側は女性のような、反対側は男性のように見
える何とも不思議な大根。１本の大根で、このよ
うに対照的な形を表すのは大変珍しいそうです。 

何とも不思議なこの大根 
　　　　　･･･対照的です 

　
十
二
月
二
日
、（
社
）日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら
消
防
積
載
車
一
台
が
寄
贈

さ
れ
、
受
納
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
納
式
に
は
、
同
協
会
新
潟
損
保
会
の

曽
我
茂
一
会
長
を
は
じ
め
、
平
田
大
六
村
長
や
菅
原
修
消
防
団
長
な
ど
が
出

席
。
曽
我
会
長
は
「
災
害
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
、
村
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

　
贈
呈
さ
れ
た
積
載
車
は
、
こ
の
あ
と
第
一
分
団
第
一
部
に
引
き
渡
さ
れ
ま

し
た
。 

　
同
協
会
で
は
、
保
険
事
業
以
外
に
も
様
々
な
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
消
防
自
動
車
の
寄
贈
事
業
も
防
災
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
一
九
五
二
年
度
か
ら
全
国
の
市
町
村
や
離
島
な
ど
に
、
こ
れ
ま
で
二

千
七
百
十
九
台
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。 

　受納式終了後、関川小学校では消防団活動を子ども

たちに知ってもらおうと、全校児童を前に、積載車の

お披露目と第一分団によるポンプ操法が披露され、子

どもたちから拍手や歓声が沸き起こりました。その後、

各クラスの代表児童が放水を体験。消防団員の指導の

もと、若干緊張した表情で筒先を握っていた子どもた

ちでしたが、初めての放水体験を喜んでいました。 

　
こ
の
ほ
ど
、
関
川
村
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た
Ｃ
Ｄ
「
い
で
湯
の
せ

き
か
わ
歌
め
ぐ
り
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
坂
上
進
さ
ん
（
上
関
）

が
中
心
と
な
っ
て
企
画
や
制
作
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
製
作
に
関
し
て

は
、
ほ
と
ん
ど
が
村
民
に
よ
る
手
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
Ｃ
Ｄ
に
は
、
平
田
大
六
村
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、
村
の
観
光
名

所
な
ど
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
全
五
曲
（
カ
ラ
オ
ケ
付
き
）
が
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
Ｃ
Ｄ
の
完
成
に
あ
た
り
、
坂
上
さ
ん
は
「
少
し
で
も
村
の
一
助
に
な
れ
ば

と
思
い
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
何
か
形
に
し
た
か
っ
た
。
Ｃ
Ｄ
を
た
く
さ

ん
の
方
に
聞
い
て
も
ら
い
、
村
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
し
、
ぜ
ひ
村
へ
来

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
Ｃ
Ｄ
は
一
枚
七
百
円
。
渡
邉
邸
や
道
の
駅
関
川
、
小
泉
屋
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。 
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小
澤
ツ
ヨ
さ
ん
（
九
十
六
歳
・

松
ケ
丘
）
が
、
手
毬
作
り
を
初
め

て
、
約
二
十
年
が
経
ち
ま
す
。
大

蔵
神
社
裏
に
あ
っ
た
当
時
の
下
関

工
芸
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
講
習

会
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
そ
れ
以
来
、
手
毬

を
作
り
続
け
て
い
る
ツ
ヨ
さ

ん
。
大
き
な
手
毬
は
籾
殻
で
、

小
さ
な
手
毬
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
を
利
用
し
て
球
の

形
に
整
え
、
そ
こ
か
ら
針
と

糸
を
使
っ
て
仕
上
げ
て
い
き

ま
す
。 

　
作
っ
た
手
毬
を
近
所
の
方

や
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
の
が
好
き
で
、
昨
年

の
秋
、
巡
回
に
来
て
い
た
上

野
新
駐
在
所
の
市
川
所
長
に
も
四

十
個
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ツ
ヨ
さ
ん
の

気
持
ち
が
こ
も
っ
た
四
十
個
の
手

毬
を
、
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て

よ
う
と
「
飲
酒
事
故
防
止
」
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
加
え
ら
れ
、
十
二
月

十
六
日
、
交
通
安
全
協
会
関
川
支

部
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
村
内
飲
食

店
な
ど
を
巡
回
し
、
手
毬
を
そ
え

て
「
飲
酒
運
転
根
絶
」
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

　
ツ
ヨ
さ
ん
は
「
交
通
安
全
に
役

立
て
て
も
ら
え
る
な
ん
て
本
当
に

嬉
し
い
。
少
し
で
も
事
故
が
減
れ

ば
良
い
」
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。 

気
持
ち
を
込
め
て
作
っ
た
手
毬 

　
　
　
〜
交
通
事
故
防
止
運
動
に
一
役
〜 

�
「
飲
酒
事
故
防
止
」
と
書
か
れ
た
裏
面
に 

　
は
「
酒
飲
ん
で
運
転
す
っ
と
あ
ぶ
ね
っ
け 

　
ぜ
っ
て
す
ん
な
よ
」
と
い
う
ツ
ヨ
さ
ん
の 

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
付
い
て
い
ま
す 

▽村内居住の方はいつでもリフト券が村民
　価格！ 
　村内居住の方は、リフト1日券が2,500円にな
　る「関川村民価格」を設定しています。 
　（割引前：一般女性3,000円・一般男性3,800円） 

▽駐車場が毎日無料！ 
　レストランのみのご利用も可能です。 

▽スキー子どもの日は小学生のリフト券が
　無料！ 
　毎月第3日曜日と3月の毎日曜日は「スキー子
　どもの日」。また、スキー・スノーボード感謝
　の日も小学生のリフト券が無料です。 

▽わく湧くウインターカーニバル開催 
　美味しい屋台村、雪遊びや楽しいゲームで冬を
　楽しみましょう。 

▽レンタルスキーは楽に操作ができる最新
　モデルを大量導入 
　お子様の安全のため、ジュニアセット利用の方
　にヘルメットの無料レンタルもご用意いたしま
　した。 

問い合わせ先　わかぶな高原スキー場 
　　　　　　　TEL 64－0330 
　　　　　　　http://www.wakabuna.com/

�
昨
年
の
わ
く
湧
く
ウ
イ
ン
タ
ー 

　
カ
ー
ニ
バ
ル
の
よ
う
す 

１月・２月の
毎週日曜日 

1/23（日）
2/27（日） 

1/23（日）
2/20（日） 

1/29（土) 

1/30（日）
2/19（土）
2/20（日）
2/26（土）
2/27（日） 

FM Kent Sunny Side Station 
（ゲレンデにおいて、毎週ラジオ生放送！） 

下越エリアスキー・スノーボード感謝の日 

「わく湧くウインターカーニバル」 
（村内居住者リフト無料！） 

第21回　ICIcup・NSTわかぶな高原ジャ
イアントスラローム大会 

スキー発祥100周年特別企画 
「ゲレンデデビューの日」 
（スキー初体験のキッズを対象にレルヒ
さん無料スクール開催。各回限定10名を
WEB先着予約受付中） 

今シーズンもイベントが目白押し！ 

て
　
ま
り 

詳しくはスキー場ホームページなどをご覧ください。 


